
〔 英語ブロック【重要ランク順】オリジナル単語帳 〕

☒  Saturday [サぁタデイ]

名 土曜日【略語は Sat.】

☒  glad [グラぁッド] (⇔ sad)

形 うれしい、喜んで【名詞の前には使わない】

≪be glad to ~ で≫ ～してうれしい

※ 未来の文では「喜んで～する」の意味。

[比較変化] glad - gladder - gladdest

☒  sad [サぁッド] (⇔ glad)

形 悲しい、悲しそうな

[比較変化] sad - sadder - saddest

☒  hear [ヒア]

動 ～が聞こえる、～を聞く

同音語：here (ここに、ここで)

活用 ： heard [ハ～ド]

– heard – hearing

３単現形：hears [ヒアズ]
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I hear (that) ~
= They say (that) ~

『～だそうです』

hear about ~

『～について聞く』

hear from ~

『～から便り[連絡]がある』

⇔ write (a letter) to ~
→【No. 374 … write】

hear of ~ 『～を耳にする、

うわさを聞く』

It was a sad song. 『それは悲しい歌でした。』

You look sad. 『あなたは悲しそうに見えます。』

I was sad to hear the news.
『私はその知らせを聞いて悲しかった。』

= The news made me sad.『その知らせは私を悲しませた。』

※ 上の２つの文は、ほぼ同意なので書き換えができる。

make の用法については →【単語帳 No. 172】

※ glad とhappy はほぼ同意だが、

glad は名詞の前には使わない。

happy は名詞の前にも使える。

→【単語帳 No. 163 … happy】

I’m glad to meet [see] you.

『私はあなたに会えてうれしいです。/

私はあなたにお目にかかれてうれしいです。』

※ 初対面の人に使う表現。Glad to meet [see] you. とも言う。

I’m glad to hear that. 『私はそれを聞いてうれしい。』

We are glad (that) you came here.

『私たちはあなたがここに来てくれてうれしいです。』

I will be glad to help you.

『私は喜んであなたのお手伝いをします。』

See you next Saturday. 『今度の土曜日に会いましょう。』

Emi cooks dinner on Saturdays [every Saturday].

『エミは毎週土曜日に夕食を料理します。』

The girls went to the park on Saturday morning.

『その女の子たちは土曜日の朝にその公園に行きました。』

Ken wrote a letter to Meg last Saturday.

『ケンは先週の土曜日にメグに(１通の)手紙を書きました。』

発音

注意

hear … 自然と聞こえる。/ listen … 意識的に聞こうとする。→【No. 284】

Can you hear me ? 『(私の言うことが)聞こえますか？』

I heard the news yesterday. 『私は昨日その知らせを聞きました。』

We were happy to hear the news.
『私たちはその知らせを聞いてうれしかった。』

= The news made us happy. →【No. 172 … make】

『その知らせは私たちをうれしくさせました。』

I hear (that) Emi is sick in bed. 『エミは病気で寝ているそうです。』

Did you hear about Ken ? 『ケン(のこと)について聞きましたか？』

I heard from him yesterday. 『私は昨日彼から連絡がありました。』

= He wrote (a letter) to me yesterday.
『トムは昨日私に手紙を書きました。』

I haven’t heard of Mr. Kato. ≪現在完了形≫

『私は加藤さんのことは聞いたことがありません。』

曜日名の最初の文字は必ず大文字で書く。

『～曜日に』→ on ~day

『毎週～曜日に』

→ on ~days / every ~day

※ every の後ろには単数形を使う。

→【単語帳 No. 238… Sunday】参照。

glad (うれしい) ⇔ sad (悲しい)

発音注意

活用

注意

活用

注意
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〔 英語ブロック【重要ランク順】オリジナル単語帳 〕

☒ window [ウィンドウ]

名 窓、窓ガラス

☒  door [ドア]

名 ドア、戸

☒  love [ラヴ]

動 ～を愛する、～が大好きである

(⇔ hate)

名 愛、恋

活用 ： loved [ラヴド]

– loved – loving

※ love は≪状態≫を表す動詞なので

ふつう進行形 (~ing) にしない。

３単現形：loves [ラヴズ]

☒  today [トゥデイ]

名 今日[きょう]、本日、現代、今日[こんにち]

【a をつけず、複数形にもしない】

副 今日(は)、今日[こんにち]では
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today’s newspaper 『今日の新聞』

a week from today 『来週の今日』

a week ago today 『先週の今日』

young people of today 『現代[今日]の若者』

today’s Japan 『現代[今日]の日本』

= the Japan (of) today

308

It’s cloudy today. 『今日はくもりです。』

What day (of the week) is (it) today ?
『今日は何曜日ですか？』

What’s the date today ? 『今日は何月何日ですか？』

= What day of the month is (it) today ?

※ date [デイト] ｢日付｣ →【単語帳 No. 399】

Tom fell in love with Emi . 『トムはエミと恋におちました。』

the front door 『玄関のドア』

→【No. 529 … front】

the back door 『裏口のドア』

→【No. 330 … back】

I ’d love to. 『ぜひ。/ よろこんで。』 ※ I’d は I would の短縮形。→【単語帳 No. 612 … would】

would love to ~ (= would like to ~ ) 『～したい。』 ※ would love to ~ は女性が好んで使う表現。

fall in love with ~『～と恋におちる』 / With love , 『愛を込めて、さようなら』 ※ 手紙の結びに使う表現。

open the window

『その窓を開ける』

close [shut] the window

『その窓を閉める』

Don’t open the window. 『その窓を開けないで。』

Please close [shut] the window. 『その窓を閉めてください。』

※ shut は close よりも荒々しく閉めるイメージがある。→【単語帳 No. 568】

Who broke the window ? 『だれがその窓ガラスを割ったのですか？』

→ Tom did. 『トムです。』

Meg looked out of the window. 『メグはその窓の外を見ました。』

Please open the door. 『そのドアを開けてください。』

Don’t close [shut] the door. 『そのドアを閉めないで。』

Someone is knocking on [at] the door. →【No. 800…knock】

『だれかがドアをノックしています。』

That boy standing at the door is Ken.
『そのドアのところに立っているあの少年はケンです。』

I love Meg. 『私はメグが大好きです。』

= I like Meg very much.

He loves singing [to sing]. 『彼は歌うのが大好きです。』

※ love の後ろには、動名詞(~ing)も不定詞の名詞用法(to ~)も使える。

I’d love [like] to see him again. 『私はまた彼に会いたい。』

※ I want to ~ よりもていねいな表現。→【No. 162 … want】

Will you come with me ? 『私といっしょに来ませんか？』

→ I’d love [like] to. 『ぜひ。/ よろこんで。』

Today is Thursday. 『今日は木曜日です。』

= It is Thursday today. ※ 下の today は 副詞

I saw it in today’s newspaper.

『私はそれを今日の新聞で見ました。』

アクセント注意
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〔 英語ブロック【重要ランク順】オリジナル単語帳 〕

☒  first [ふァ～スト]

名 最初、初め (⇔ last)、第１日、１番目

形 第１の、１番目の (⇔ last)

副 第１に、最初に (⇔ last)

☒  last [ラぁスト]

形 最後の、最終の (⇔ first)

この前の、昨…、先･･･、去…

(⇔ next)

副 最後に (⇔ first)

名 最後、≪at last で≫ ついに

動 続く

活用 ： lasted [ラぁスティド]

– lasted – lasting

３単現形：lasts [ラぁスツ]
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Don’t miss the last train. 『最終電車に乗り遅れるな。』

Where did you go last Sunday ?

『あなたは先週の[この前の]日曜日どこへ行きましたか？』

Emi went to America last year.

『エミは去年アメリカに行きました。』

Tom watched the baseball game on TV last night.

『トムは昨夜テレビでその野球の試合を見ました。』

Safety [セイふティ] first . 『安全第一』【掲示】

I was born on May 1. 『私は５月１日に生まれました。』

※ on the first of May とも言う。

At first I thought (that) he was (an) American.

『最初私は彼がアメリカ人だと思いました。』

We have to [must] get on the first train.

『私たちは始発電車に乗らなければならない。』

This is my first visit to America.

『私がアメリカを訪れるのはこれが初めてです。』

January is the first month of the year.

『１月は年の最初[１番目]の月です。』

I saw a panda for the first time.

『私は初めてパンダを見ました。』

The boy is in the first grade.『その少年は小学１年生です。』

He won [got] (the) first prize. 『彼は１等賞をとりました。』

※ ｢昨夜｣は last night と言うが、｢昨晩、昨日の夕方｣は last evening よりも

yesterday evening のほうがふつう。また、｢昨日の朝｣ と ｢昨日の午後｣は

yesterday morning , yesterday afternoon と言い、last は使わない。

※ last は｢今からいちばん近い過去の｣の意味で使う。例えば、last Monday は

金曜日から見れば今週の月曜日を指し、月曜日から見れば先週の月曜日を指す。

明確に『先週の月曜日』と言うときには on Monday last week と言う。

at first 『最初は、始めは』

(⇔ at last, finally →【No. 742】)

on May 1 『５月１日に』

※ １は (the) first と読む。

※ on May 1st と書くこともある。

the first train 『始発電車』

for the first time 『初めて』

the first grade 『小学１年生』

→【単語帳 No. 836 … grade】

win [get] (the) first prize
『１等賞をとる』

→【単語帳 No. 1046 … prize】

first of all 『まず第一に』

come in first 『１着になる、優勝する』

☆ 日本語で「ラスト」と聞くと、『最後(の)』のイメージが強いが、

英語では『この前の』の意味でもよく使われる。

the last train 『最終電車』

last Sunday

『この前の[先週の]日曜日』

last summer

『この前の[去年の]夏』

last week 『先週』

last month 『先月』

last year 『去年』

last night 『昨夜』

at last 『ついに、やっと』

(= finally →【単語帳 No. 742】)

(⇔ at first ｢最初は、初めは｣)

last … ある一定期間続くイメージ。時間の長さを強調する。

continue … 絶え間なく続くイメージ。プロセスを強調する。

→【単語帳 No. 792】

I finished (doing) the work at last [finally].

『私はついにその仕事を終えました。』

When did you see Meg last ?

『あなたは最後にいつメグに会いましたか？』

The party lasted till nine thirty.

『そのパーティーは９時半まで続きました。』

発音注意
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〔 英語ブロック【重要ランク順】オリジナル単語帳 〕

☒  fruit [ふるート]

名 くだもの、果実

☒  water [ウォータァ]

名 水【a をつけず、複数形にもしない】

≪the をつけて≫ 水中、水面

☒  house [ハウス]

名 家、住宅、小屋

☆ 複数形は houses [ハウズィズ]

☒  science [サイエンス]

名 科学、理科【a をつけず、複数形にもしない】

派生語：scientist (科学者) →【単語帳 No. 776】

☒  history [ヒスト(ゥ)りィ]

名 歴史【a をつけず、複数形にもしない】
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a science club 『科学部』

science fiction 『空想科学小説、SF』

※ fiction [ふィクシャン] ｢小説、作り話｣

※ 漠然と「くだもの」というときは

a をつけず、複数形にもしない。

ただし、種類をあらわすときには

a をつけたり、複数形にもする。

Japanese history 『日本史』

= the history of Japan

※ 学校の教科･科目としての『社会(科)』をまとめて

social studies [ソウシャル スタディズ] という。

… social ｢社会の、社会的な、社交的な｣

a two-story house

『２階建ての家』

I like (fresh) fruit. 『私は(新鮮な)くだものが好きです。』

What kind of fruit(s) do you like ? ※ What fruit(s) ~ ? も可。

『あなたは何の(種類の)くだものが好きですか？』

☆ 日本語では｢フルーツ｣と複数形の発音で言うが、英語では単数形の

fruit もよく使う。｢いちばん好きなフルーツ｣をたずねるときには、

ふつう１つのフルーツ名が答えとなるので、単数形の fruit を使う。

What kind of fruit do you like (the) best ?
『あなたは何の(種類の)くだものがいちばん好きですか？』

= What’s your favorite fruit ?
『あなたの大好きなくだものは何ですか？』

Where is Ken’s house ? 『ケンの家はどこですか？』

Emi lives in a large house. 『エミは大きい家に住んでいます。』

Please come to my house. 『私の家に来てください。』

There is a park near my house.

『私の家の近くに公園が１つあります。』

I’m studying Japanese history now.
『私は今日本史を勉強しています。』

Ms. Okada teaches us history.

= Ms. Okada teaches history to us.
『岡田先生は私たちに歴史を教えます。』

History repeats itself. 『歴史は繰り返す。』【ことわざ】

※ repeat [りピート] →【単語帳 No. 684】

My favorite subject is science.
『私の大好きな教科は理科です。』

Mr. Aoki is a science teacher.

= Mr. Aoki is a teacher of science.
『青木先生は理科の先生です。』

I want to learn more about science.
『私は科学についてもっと学びたい。』

house … 建物としての『家･家屋』。 ※『犬小屋』は a doghouse 、『鳥小屋』は a birdhouse と言う。

home … 家族の住む場所としての『家庭』の意味が強い。ただし、アメリカでは house の意味でも使われる。

Please give me some water.

『私に(いくらかの)水をください。』

He wants a glass of water.

『彼はコップ[グラス]１杯の水をほしがっています。』

※ ｢コップ[グラス]２杯の水｣ は two glasses of water

→【単語帳 No. 493 … glass】

cold water 『冷たい水』/ hot water 『お湯、熱湯』

a glass of water 『コップ[グラス]１杯の水』

jump into the water 『水の中に飛び込む』
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〔 英語ブロック【重要ランク順】オリジナル単語帳 〕

☒  subject [サブヂェクト]

名 教科、科目、学科

主題、話題

(文の)主語

☒  movie [ムーヴィ]

名 映画

映画館 (= movie theater [スィアタァ])

→【単語帳 No. 968 … theater】

☒ country [カントゥりィ]

名 国、国家

≪the country で≫ いなか、農村

☒  world [ワ～ルド]

名 世界、世の中

☒  shoe(s) [シュー(ズ)]

名 靴(くつ)、短靴【ふつう複数形で使う】
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a pair of shoes 『くつ一足』

two pairs of shoes 『くつ２足』
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a foreign country 『外国』

an island country 『島国』

live in the country 『田舎に住む』

英文法の解説では、Subject (主語) の

頭文字をとって、主語をSであらわす。

The Nile is the longest (river) in the world.

『ナイル川は世界でいちばん長い(川)です。』

Do you know the highest mountain in the world ?

『あなたは世界でいちばん高い山を知っていますか？』

I want to travel around [all over] the world.

『私は世界じゅうを旅行したい。』

This song is known all over [around] the world.

『この歌は世界じゅうで知られています。』

a movie [film [ふィルム] ] star『映画スター』

see a movie 『映画を見る』

go to the movies [a movie]『映画を見に行く』

※ 特定の映画を見に行くときは go to the movie

Put on [Take off] your shoes here.

『ここであなたのくつを履きなさい[脱ぎなさい]。』

She is wearing white shoes.

= She has white shoes on.

『彼女は白いくつを履いています。』

I want another pair of shoes. 『私は靴をもう一足ほしい。』

Math is my favorite subject. 『数学は私の大好きな教科です。』

What subject do you like (the) best ?
『あなたは何の教科がいちばん好きですか？』

How many subjects will you study tomorrow ?
『あなたは明日何科目勉強しますか？』

Let’s change the subject. 『話題を変えましょう。』

I saw the movie on TV.
『私はその映画をテレビで見ました。』

We met the movie star yesterday.
『私たちは昨日その映画スターに会いました。』

Let’s go to the movies today.
『今日は映画を見に行きましょう。』

This is the best movie (that) I have ever seen.
『これは私が今までに見たなかでいちばん良い映画です。』

☆ イギリスでは movie のかわりに cinema [スィネマ] をよく使う。

Japan is an island country. 『日本は島国です。』

English is spoken in many countries.

『英語はたくさんの国々で話されています。』

Meg is a student from a foreign country [abroad].

『メグは外国からの生徒(留学生)です。』

He lives in the country. 『彼は田舎に住んでいます。』

in the world 『世界で』

around the world
『世界のあちこちで[を]』

all over the world 『世界じゅうで[を]』

※ around the world と all over the world
は、ほぼ同意で使われることが多い。

a world record [れカド] 『世界記録』
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※ ｢長靴｣は boot(s) [ブート(ブーツ)]

発音注意
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発音注意

発音注意

発音注意
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